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C O N T E N T S （目次）

南阿蘇村の
人口・世帯数
　男　 4,806 （－12）
　女　 5,025 （－3）
　計　 9,831 （－15）
世帯数 4,896 （－7）

〈令和8年9月30日現在（前月比）〉

今月の表紙
白水小学校の階段に並ぶ、農
産物のカードは、坂本栄養教
諭が作成されたものです。写
真は坂本教諭と下田蘭さん・
菫さん・華さん三姉妹。三姉
妹のお父様が育てたミニトマ
トは「南阿蘇デー」の給食にも
登場し、児童に大人気でした。
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村
の
草
原
と
田
園
の
風
景
は
、
阿
蘇
山
麓

の
草
原
を
活
か
し
た
畜
産
と
、
そ
の
堆
肥
を

活
用
し
た
農
産
物
の
生
産
に
よ
る
資
源
循
環

型
農
業
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
村
は
標
高
4
0
0
〜
5
0
0
ｍ
の
準
高

冷
地
に
位
置
し
て
い
て
、
多
く
の
湧
水
と
冷

涼
な
気
候
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

こ
う
し
た
豊
か
な
自
然
環
境
を
活
か
し
、
有

機
農
業
な
ど
の
環
境
保
全
型
農
業
に
取
り
組

む
生
産
者
も
多
く
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
な
か
、
村
で
は
、
平
成
22
年
に

「
南
阿
蘇
村
環
境
保
全
農
業
推
進
協
議
会
」

を
設
立
し
、
有
機
農
業
や
環
境
保
全
型
農
業

を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
有
機

農
業
に
取
り
組
む
団
体
の
支
援
や
、
化
学
肥

料
・
化
学
合
成
農
薬
の
使
用
を
慣
行
レ
ベ
ル

か
ら
５
割
以
上
低
減
す
る
取
り
組
み
、
地
球

温
暖
化
防
止
や
生
物
多
様
性
に
効
果
の
高
い

営
農
活
動
の
取
り
組
み
な
ど
に
対
し
て
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
令
和
5
年
4
月

に
は
、
こ
の
豊
か
な
自
然
と
持
続
可
能
な
農

業
を
未
来
へ
引
き
継
ぐ
た
め
、「
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
」を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
村
全
体
で
環
境
に
や
さ
し

い「
環
境
保
全
型
農
業
」を
推
進
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
今
回
は
、
村
で
行
わ
れ
て
い
る

取
り
組
み
に
つ
い
て
特
集
し
ま
す
。

昨年、県庁で実施したマルシェのひとこま

除草作業

水田オーナー制度での田植え

「かなばあちゃん」は
協議会のキャラクターです

き
れ
い
な
水
と
土
を
次
の
世
代
へ
。

村
が
取
り
組
む「
環
境
保
全
型
農
業
」

　
環
境
保
全
型
農
業
と
は
、
農
業
を
続
け
な

が
ら
、
自
然
環
境
へ
の
負
担
を
で
き
る
だ
け

減
ら
し
、
緑
や
水
な
ど
環
境
に
配
慮
し
た
農

法
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
い
う
こ
れ
か
ら
の

農
業
の
形
で
す
。

　
例
と
し
て
、
具
体
的
に
次
の
よ
う
な
取
り

組
み
が
あ
り
ま
す
。

•
化
学
肥
料
や
化
学
合
成
農
薬
の
使
用
を
減

ら
す

•
有
機
肥
料
や
堆
肥
を
活
用
す
る

•
土
や
水
を
大
切
に
す
る

•
生
き
物
や
生
態
系
を
守
る

•
地
球
温
暖
化
の
防
止
に
つ
な
が
る
農
業
を

行
う
　
　
な
ど

　
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
と
は
、
有
機
農

業
な
ど
の
環
境
保
全
型
農
業
に
関
し
て
、
生

産
か
ら
流
通
、
加
工
、
そ
し
て
子
ど
も
た
ち

の
給
食
な
ど
の「
消
費
」に
至
る
ま
で
、
地

域
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
村
づ
く
り
の
こ

と
で
す
。
農
林
水
産
省
が
推
進
す
る「
み
ど

り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」に
基
づ
き
、
環

境
負
荷
の
少
な
い
持
続
可
能
な
農
業
の
拡
大

と
地
域
活
性
化
を
目
指
し
て
創
出
さ
れ
て
い

ま
す
。

①
つ
く
る（
生
産
）

•
土
の
中
の
微
生
物
や
生
き
物
を
大
切
に
し
、

化
学
肥
料
や
化
学
合
成
農
薬
を
で
き
る
だ

け
減
ら
し
た
栽
培
に
挑
戦
し
ま
す
。

②
ま
も
る（
環
境
）

•
村
の
命
綱
で
あ
る
水
源
や
豊
か
な
生
態
系

を
守
り
育
み
ま
す
。

③
つ
な
ぐ（
消
費
・
未
来
）

•
環
境
に
優
し
い
農
産
物
を
地
域
で
支
え
、

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
食
卓
へ
届
け

ま
す
。

　
農
家
の
取
り
組
み
を
村
全
体
で
支
え
、
環

境
に
や
さ
し
い
農
産
物
を
育
て
、
そ
の
恵
み

を
子
ど
も
た
ち
の
未
来
へ
つ
な
ぐ
。
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、

自
然
と
共
に
暮
ら
し
、
誰
も
が
誇
り
を
持
て

る
持
続
可
能
な
村
を
目
指
し
ま
す
。

　
村
の
農
業
・
地
下
水
・
景
観
な
ど
を
一
体

的
に
守
り
な
が
ら
、
地
域
農
産
物
の
ブ
ラ
ン

ド
化
や
地
産
地
消
を
進
め
る
組
織
。
化
学
合

成
肥
料
や
化
学
合
成
農
薬
を
減
ら
す
、
ま
た

は
使
用
し
な
い
農
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
会
員
は
現
在
約
2
1
0
人
で
、
稲
作
や
有

機
農
業
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
作
物
を
生
産

し
て
い
ま
す
。
会
員
は
補
助
金
を
利
用
で
き

る
、
イ
ベ
ン
ト
に
出
展
で
き
る
、
協
議
会
所

有
の
備
品
が
使
え
る
な
ど
の
利
点
が
あ
り
ま

す
。
新
規
会
員
も
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
の

で
、
詳
細
は
協
議
会（
農
政
課
内
事
務
局
）

ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
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「
環
境
保
全
型
農
業
」と
は
？

村
が
目
指
す「
オ
ー
ガ
ニッ
ク

ビ
レ
ッ
ジ
」と
は
？

環
境
保
全
農
業
推
進
協
議
会

に
つ
い
て

オ
ー
ガ
ニッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
の
サ
イ
ク
ル

村
の
目
指
す
未
来

環境保全農業推進協議会 会長
南阿蘇ふれあい農園（株式会社みなみ阿蘇） 田尻 徹さん（写真右）

樹美さん（写真左・妻）

　農業を続けていくためには、農産物を育てる人が必
要ですが、担い手不足が大きな課題だと感じています。
　特に力を入れているのが「学校給食」です。子ども
たちに、旬の新鮮な食べ物を味わってほしいだけでな
く、地元でもおいしい農産物が作られていることや、
一つ一つの農産物に生産者がいることを知ってもらい、
食べ物や農業に興味を持つきっかけにしたいと思って
います。さらに、将来の農業の担い手育成にもつなが
ればと願っています。
　今後も、有機野菜や米の生産を続けていきます。また、
今年は村のオリジナルブランド農作物の確立にも取り

組み、村内で作られる農産物の魅力を村外にも発信し
ていきたいと考えています。このほか、来年1月に道
の駅あそ望の郷くぎので開催予定の「どんどや」にも
協力していきます。
　私たちの暮らしは農業と隣り合
わせです。これからも環境保全
型農業を推進し、地域の豊か
な自然と農業を次の世代へ
つないでいきたいと考えて
います。

協議会では、「持続可能な農業」を目指して活動しています
インタビュー

02	 特集	 	
	 きれいな水と土を次の世代へ。	 	
	 村が取り組む「環境保全型農業」

06	 みなみあそダイアリー

09	 南阿蘇中学校職場体験だより

10	 大切なお知らせ
南阿蘇村立保育所のあり方検討委員会より答申書が提出されました
／児童虐待は「世代を超えて人生を壊す」法律で禁止された違法行為
です／温泉への送迎にご協力いただく皆さんへ 送迎支援者にも補
助券を交付します！／カスタマーハラスメント防止にご協力ください
／障がい福祉関係給付制度のご案内／生活道路における自動車の
法定速度が引き下げられました！／飼料高騰対策支援金を交付します
／南阿蘇村そば作付振興補助金を交付します／県内の森林の土地
取引を行う場合は、30日前までに県への事前届出が必要です！

16	 みなみあそ情報ひろば

19	 図書室だより
	 学校通信

20	 地域おこし協力隊通信
	 村と人
	 一品どうぞ

21	 ハートがたくさんの村づくり
	 なんでも南部分署
	 ポリスインフォメーション

22	 教えて！村長さん

23	 3歳になったよ！
	 出生・おくやみ・社協告知板
	 編集後記

24	 南阿蘇カレンダー
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　特に力を入れているのが「学校給食」です。子ども
たちに、旬の新鮮な食べ物を味わってほしいだけでな
く、地元でもおいしい農産物が作られていることや、
一つ一つの農産物に生産者がいることを知ってもらい、
食べ物や農業に興味を持つきっかけにしたいと思って
います。さらに、将来の農業の担い手育成にもつなが
ればと願っています。
　今後も、有機野菜や米の生産を続けていきます。また、
今年は村のオリジナルブランド農作物の確立にも取り

組み、村内で作られる農産物の魅力を村外にも発信し
ていきたいと考えています。このほか、来年1月に道
の駅あそ望の郷くぎので開催予定の「どんどや」にも
協力していきます。
　私たちの暮らしは農業と隣り合
わせです。これからも環境保全
型農業を推進し、地域の豊か
な自然と農業を次の世代へ
つないでいきたいと考えて
います。

協議会では、「持続可能な農業」を目指して活動しています
インタビュー
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学
校
給
食
に
つ
い
て
、
子
ど
も
た
ち
と
地

域
の
生
産
者
と
の
つ
な
が
り
を
作
り
、
地
域

の
食
や
農
業
へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

食
べ
物
へ
の
感
謝
の
心
を
育
む
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
白
水
小
学
校
で
交
流
企
画
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
企
画
は
、
白
水
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

の
坂
本
麻
美
栄
養
教
諭
の
ご
協
力
の
も
と
、

「
南
阿
蘇
デ
ー
」と
題
し
、
村
の
農
産
物
を

ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
学
校
給
食
を
子
ど
も
た

ち
に
届
け
る
取
り
組
み
で
、
今
年
で
３
回
目

で
す
。

　
給
食
を
味
わ
う
だ
け
で
な
く
、
生
産
者
と

児
童
が
直
接
顔
を
合
わ
せ
、
農
産
物
に
込
め

ら
れ
た
想
い
や
、
日
々
の
仕
事
に
つ
い
て
お

話
を
聞
く
こ
と
で
、
児
童
に
と
っ
て
は「
こ

の
野
菜
は
、あ
の
人
が
作
っ
て
く
れ
た
ん
だ
」

と
、
食
べ
物
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う

こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
産

者
に
は
子
ど
も
た
ち
が
お
い
し
い
給
食
を
食

べ
て
元
気
に
成
長
し
て
い
る
姿
を
見
て
も
ら

い
、
自
分
た
ち
が
心
を
込
め
て
育
て
た
農
産

物
が
子
ど
も
た
ち
の
給
食
に
つ
な
が
っ
て
い

る
こ
と
を
実
感
し
て
い
た
だ
く
機
会
と
な
り

ま
す
。

　
村
の
豊
か
な
自
然
の
中
で
育
っ
た
農
産
物

を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
地
域
の
恵
み
に

気
づ
き
、
生
産
者
へ
の
感
謝
や
、
ふ
る
さ
と

へ
の
愛
着
を
育
む
。
そ
ん
な
、
食
を
通
じ
て

人
と
人
、
地
域
と
子
ど
も
た
ち
が
つ
な
が
る

取
り
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
11
月
に
は
南
阿
蘇
西
小
学
校
で
も
初
め
て

の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

全クラスを回って話をした生産者

声を掛け合いながら収穫を行った参加者

和気あいあいと収穫を行った参加者

お
い
し
そ
う
に
給
食
を
食
べ
る

1
年
生

この日のメニュー。
おあしす米の野菜そぼろ丼、

ミニトマトサラダ、
根菜のみそ汁、牛乳

学
校
給
食
に
お
け
る

生
産
者
と
の
交
流
企
画

　
村
環
境
保
全
農
業
推
進
協
議
会
で
は
、
水

田
と
落
花
生
オ
ー
ナ
ー
制
度
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
希
望
者
を
募
っ
て
村
の
水
田
と
落

花
生
の
オ
ー
ナ
ー
に
な
り
、
自
分
専
用
の
安

心
の
お
米
と
落
花
生
を
実
際
に
村
に
来
て
、

栽
培
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
村
の
環
境
保
全

に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
で
す
。
今
後
も
オ
ー

ナ
ー
制
度
を
通
し
て
、
継
続
的
に
地
域
や
農

業
に
関
わ
る
き
っ
か
け
づ
く
り
と
魅
力
発
信

を
継
続
し
て
し
て
い
き
ま
す
。

水
田
オ
ー
ナ
ー
・

落
花
生
オ
ー
ナ
ー
制
度

　「顔が見える給食」をモットーに、毎
日給食を提供しています。村にはおい
しい野菜がたくさんあり、恵まれた環
境であることを児童に知ってほしいと
いう想いで、この企画を続けています。
　まず、生産者の皆さんがいてくださ
るからこそ、子どもたちに給食を作ることができます。そ
して、地産地消を進めたいという気持ちはありますが、予
算のことを考えるとなかなか難しい部分もあります。そん
な中、村の教育委員会にも支援していただき、こうして地
元の農産物を給食に使うことができています。
　また、規格外で市場に出すことが難しくても、味はおい
しい農産物がたくさんあります。そうした農産物を低価格
で買わせていただくことで、生産者の皆さんの収入にもつ
なげることができます。一方で、規格外の農産物は皮むき
やカットなど、調理に手間がかかります。それでも丁寧に
調理してくれている調理員の皆さんにも、本当に感謝して
います。
　これからも、地域の皆さんの支えに
感謝しながら、食を通して人と人との
つながりや食べ物への感謝の気持ち
を子どもたちに伝えていきたいです。

　毎年、児童がおいしそうに給
食を食べている姿を見ることが
でき、とても嬉しく思います。
この取り組みを通して、児童の
食育への興味も高まっていると感じています。
　村は「水の生まれる里」としても有名なので、
村で採れるお米はとてもおいしいです。これか
らも、村で採れたおいしいものをたくさん食べて、
元気に成長してほしいと願っています。

宮田 加奈さん（おあしす米農家）
坂本 麻美 栄養教諭

長野 澪さん（白水小学校5年生）

　給食はおいしくて大好きです。毎日、
楽しみにしています。私のお父さんと
お母さんもトマト農家で、暑い日や雨
の日も苦労しながら一生懸命仕事をし
ている姿を知っているので、普段から
食べ物を大切にしています。

　今回、お米や野菜などを作ってくれた人に会
えて、みんなでお礼を言えて良かったです。こ
れからの給食も感謝していただきます！

水
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
に
つ
い
て

　
こ
の
制
度
は
参
加
者
と
と
も
に
、
米
作

り
を
通
し
て
村
の
美
し
い
風
景
と
お
い
し

い
米
を
残
し
て
い
こ
う
、と
い
う
試
み
で
す
。

こ
の
活
動
を
通
し
て
、
山
間
地
の
水
田
風

景
を
今
後
も
続
く
も
の
に
し
て
い
く
狙
い

が
あ
り
ま
す
。

　
今
年
は
4
組（
5
区
画
）の
参
加
者
が
集

ま
り
、
5
月
に
田
植
え
、
７
月
に
除
草
、

9
月
に
稲
刈
り
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者

は
水
田
で
の
慣
れ
な
い
作
業
に
、
最
後
ま

で
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　
収
穫
し
た
米
は
、
1
区
画
20
㎏
ず
つ
参

加
者
に
届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

落
花
生
オ
ー
ナ
ー
制
度
に
つ
い
て

　
こ
の
制
度
は
、
村
の
気
候
に
も
あ
っ
た

落
花
生
を
育
て
、
村
の
農
業
に
気
軽
に
触

れ
て
も
ら
お
う
と
い
う
試
み
で
す
。

　
品
種
は
落
花
生
の
中
で
も
特
に
塩
茹
で

が
美
味
し
い
大
粒
品
種「
オ
オ
マ
サ
リ
」。

今
年
は
参
加
し
た
9
組（
12
区
画
）の
全
て

が
リ
ピ
ー
タ
ー
で
し
た
。
参
加
者
は
、
5

月
に
1
組
20
粒
ず
つ
種
を
ま
き
、
7
月
に

草
取
り
と
マ
ル
チ
は
ぎ
、
9
月
に
収
穫
を

行
い
ま
し
た
。

　
採
れ
た
て
の
落
花
生
は
各
自
で
持
ち
帰

り
、
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

収
穫
後
も
来
年
度
の
実
施
を
望
む
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

　大分県から参加しました。過去にあったじゃがい
もや高菜のオーナー制度にも何度か参加していて、
家族で南阿蘇村に訪れるのを楽しみにしています。
今年は子どもが用事で来れず、初めて夫婦2人での
参加でしたが、自然に囲まれて会話も弾み、充実し
たひとときを過ごせました。この体験を通して、い
つか自分の畑を持ちたいと思うようになりました。

〔落花生〕森山 剛志さん（写真左）・里美さん夫婦

　熊本市内から参加しました。田植えも稲刈りも楽
しくて、泥だらけになって頑張りました。お米が大
好きなので、これからも一粒も残さないように食べ
たいし、食べ物も全て大切に残さず食べたいです。
田んぼで生き物や植物にも触れて、普段はあまりで
きない体験だったので、また参加したいです。

〔水田〕小山 蓮さん（写真左）・律さん兄弟

　会社の福利厚生の一環で、沖縄県から家族4人で
参加しました。初めて田植えと稲刈りを経験しまし
た。（みどりさん）5月に植えた苗が成長しているの
を自分の目で見て、感動しました。田植えは手で植
えるだけだったのに比べ、稲刈りは鎌で刈る腕の力
と体幹が必要だったのできつく感じました。農家の
皆さんの努力や苦労を知り、改めて尊敬しました。

〔水田〕大浜 みどりさん（写真左）・公子さん親子

参加者の感想
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を
育
て
、
村
の
農
業
に
気
軽
に
触

れ
て
も
ら
お
う
と
い
う
試
み
で
す
。

　
品
種
は
落
花
生
の
中
で
も
特
に
塩
茹
で

が
美
味
し
い
大
粒
品
種「
オ
オ
マ
サ
リ
」。

今
年
は
参
加
し
た
9
組（
12
区
画
）の
全
て

が
リ
ピ
ー
タ
ー
で
し
た
。
参
加
者
は
、
5

月
に
1
組
20
粒
ず
つ
種
を
ま
き
、
7
月
に

草
取
り
と
マ
ル
チ
は
ぎ
、
9
月
に
収
穫
を

行
い
ま
し
た
。

　
採
れ
た
て
の
落
花
生
は
各
自
で
持
ち
帰

り
、
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

収
穫
後
も
来
年
度
の
実
施
を
望
む
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

　大分県から参加しました。過去にあったじゃがい
もや高菜のオーナー制度にも何度か参加していて、
家族で南阿蘇村に訪れるのを楽しみにしています。
今年は子どもが用事で来れず、初めて夫婦2人での
参加でしたが、自然に囲まれて会話も弾み、充実し
たひとときを過ごせました。この体験を通して、い
つか自分の畑を持ちたいと思うようになりました。

〔落花生〕森山 剛志さん（写真左）・里美さん夫婦

　熊本市内から参加しました。田植えも稲刈りも楽
しくて、泥だらけになって頑張りました。お米が大
好きなので、これからも一粒も残さないように食べ
たいし、食べ物も全て大切に残さず食べたいです。
田んぼで生き物や植物にも触れて、普段はあまりで
きない体験だったので、また参加したいです。

〔水田〕小山 蓮さん（写真左）・律さん兄弟

　会社の福利厚生の一環で、沖縄県から家族4人で
参加しました。初めて田植えと稲刈りを経験しまし
た。（みどりさん）5月に植えた苗が成長しているの
を自分の目で見て、感動しました。田植えは手で植
えるだけだったのに比べ、稲刈りは鎌で刈る腕の力
と体幹が必要だったのできつく感じました。農家の
皆さんの努力や苦労を知り、改めて尊敬しました。

〔水田〕大浜 みどりさん（写真左）・公子さん親子

参加者の感想
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み
な
み
あ
そ

ダ
イ
ア
リ
ー

絵本での読み聞かせとともにお話をされた高野和佳子さん

　
L
O
O
P
み
な
み
あ
そ
に
て
、
読
書
立
村

を
目
指
す「
地
域
の
人
づ
く
り
講
座
」が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
で
は
、
講
師
に
N
P
O
法
人

子
育
て
支
援
ワ
ー
カ
ー
ズ
ぺ
ぺ
ぺ
ぺ
ら
ん
の

高
野
和
佳
子
さ
ん
を
迎
え
、
全
３
回
に
わ

た
っ
て
絵
本
と
読
み
聞
か
せ
を
テ
ー
マ
に
お

話
し
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

記
念
す
べ
き
第
１
回
の「
子
ど
も
の
心
を

育
て
る 

い
の
ち
あ
る
こ
と
ば
～
え
ほ
ん
が
は

ぐ
く
む
も
の
～
」に
は
、
配
信
受
講
含
む
33

人
が
参
加
し
、
読
み
聞
か
せ
の
重
要
性
を
学

び
ま
し
た
。
親
子
室
の
設
置
や
配
信
な
ど
多

様
な
ス
タ
イ
ル
も
好
評
で
し
た
。
参
加
者
か

ら
は
、
年
齢
を
問
わ
ず
読
み
聞
か
せ
す
る
大

切
さ
を
実
感
し
た
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
第
２
回
講
座
は
、
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

■
日
時　
11
月
25
日（
水
） 

午
前
10
時
30
分
〜

■
場
所　
Ｌ
Ｏ
Ｏ
Ｐ

み
な
み
あ
そ

■
内
容　
テ
ー
マ
別

絵
本
の
選
び
方
①

■
問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
９
６
７

　
　
（
６
７
）１
６
０
２

え
ほ
ん
の
村
づ
く
り

講
座
ス
タ
ー
ト
！

（
褐
毛
和
種 

系
統
の
部
）

名
誉
賞
二
席

　
第
２
し
げ
つ
る	

阪
田　
健
一（
東
下
田
）

　
し
げ
つ
る	

阪
田　
健
一（
東
下
田
）

（
黒
毛
和
種 

若
齢
の
部
）

名
誉
賞
二
席

　
ひ
ゅ
う
が	

阪
田　
健
一（
東
下
田
）

（
黒
毛
和
種 

壮
齢
の
部
）

名
誉
賞
首
席

　
れ
い
か	

阪
田　
健（
第
９
駐
在
）

名
誉
賞
二
席

　
の
ぞ
み
１
８
１	

阪
田　
健
一（
東
下
田
）

（
黒
毛
和
種 

成
牛
の
部
）

名
誉
賞
首
席

　
い
と
は	

木
之
内
勇
樹（
立
野
）

（
飼
料
作
物 
乾
燥
の
部
）

名
誉
賞
二
席

　
テ
フ
グ
ラ
ス	
長
野　
健
生（
長
野
）

　
な
お
枝
肉
に
つ
い
て
は
、
８
月
に
肉
牛
の

部
が
熊
本
畜
産
流
通
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、

後
藤
春
雄
さ
ん（
吉
田
二
）と
後
藤
秀
幸
さ

ん
（
吉
田
二
）

が
去
勢
の
部
で

ご
出
展
さ
れ
、

後
藤
春
雄
さ
ん

の
陽
光
号
が
名

誉
賞
二
席
に
、

後
藤
秀
幸
さ
ん

の
葵
号
が
名
誉

賞
五
席
に
輝
か

れ
ま
し
た
。

　
村
消
防
団
に
新
規
入
団
し
た
団
員
と
幹
部

を
対
象
に
、
研
修
お
よ
び
訓
練
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
毎
年
高
森
町
消
防
団

と
合
同
で
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
幹
部

は
災
害
発
生
時
の
統
率
に
つ
い
て
学
び
、
新

入
団
員
は
救
急
救
命
講
習（
A
E
D
の
取
り

扱
い
、
心
肺
蘇
生
法
、
止
血
法
、
搬
送
法
な

ど
）や
規
律
訓
練
、
消
防
器
具
取
扱
訓
練

（
小
型
ポ
ン
プ
・
ホ
ー
ス
な
ど
）を
行
い
、
訓

練
を
通
し
て
消
防
団
員
と
し
て
の
基
本
的
な

知
識
と
技
術
を
習
得
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
訓
練
で
学
ん
だ
こ
と
を
今
後
の
活

動
に
活
か
し
、
地
域
の
安
心
・
安
全
を
守
る

消
防
団
員
と
し
て
、
さ
ら
な
る
活
躍
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

消
防
団
新
入
団
員
合
同
研
修

お
よ
び
幹
部
研
修
を
開
催

敬礼の動作を確認する新入団員

　
「
第
77
回
南
阿
蘇
畜
産
共
進
会
」が
県
畜
産

農
業
協
同
組
合
南
阿
蘇
支
所
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
南
阿
蘇
地
域（
南
阿
蘇
村
、

高
森
町
、
西
原
村
、
山
都
町
の
一
部
）に
お

け
る
優
秀
な
繁
殖
牛
、
飼
料
作
物
を
決
め
る

も
の
で
、
今
回
は
南
阿
蘇
村
管
内
よ
り
計
28

頭
、
24
人
の
出
展
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
優
秀

な
成
績
を
収
め
ら
れ
た
畜
産
農
家
の
皆
さ
ん

を
紹
介
し
ま
す
。

（
褐
毛
和
種 

若
齢
の
部
）

名
誉
賞
首
席

　
つ
る
い
ず
み	

松
岡　
英
幸（
長
野
）

名
誉
賞
四
席

　
た
り
あ	

松
岡　
英
幸（
長
野
）

名
誉
賞
七
席

　
ひ
め		

大
津　
洋
二（
一
関
一
）

（
褐
毛
和
種 

壮
齢
の
部
）

名
誉
賞
二
席

　
ま
る
は
れ	

長
野　
健
生（
長
野
）

名
誉
賞
三
席

　
は
る
ひ
か
り	

光
木　
久
幸（
両
併
二
）

（
褐
毛
和
種 

成
牛
の
部
）

名
誉
賞
首
席

　
第
２
つ
る
ほ
し	

大
津　
洋
二（
一
関
一
）

令
和
８
年
度
各
畜
産
共
進
会

結
果
紹
介

出展された牛たち
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高
森
警
察
署
に
て
、
交
通
安
全
功
労
者
へ

表
彰
状
の
授
与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は

交
通
安
全
に
長
年
貢
献
し
た
優
良
運
転
者
や

交
通
安
全
思
想
の
普
及
に
貢
献
し
た
人
な
ど

を
た
た
え
る
国
の
表
彰
で
、
全
日
本
交
通
安

全
協
会
と
警
察
庁
が
行
う「
交
通
安
全
栄
誉

章
」の
一
つ
で
す
。

　
今
回
、
村
関
係
者
で
は
、
村
交
通
指
導
員

立
野
支
部
長
の
藤
𠩤
登
さ
ん
と
、
合
資
会
社

泉
建
設
の
飯
干
信
行
さ
ん
の
二
人
が
、
長
年

に
わ
た
る
交
通
安
全
活
動
へ
の
貢
献
を
た
た

え
ら
れ
ま
し
た
。
お
二
人
に
は
、
一
般
財
団

法
人
全
日
本
交
通
安
全
協
会
か
ら「
交
通
安

全
栄
誉
章 

緑
十
字
銅
章
」が
贈
ら
れ
、
緒
方

公
一
高
森
警
察
署
長
か
ら
表
彰
状
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。
受
章
を
受
け
、
お
二
人
は「
今

後
も
よ
り
交
通
安
全
の
意
識
を
高
め
、
み
ん

な
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
に
尽

力
し
て
ま
い
り
ま
す
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

交
通
安
全
活
動
に
尽
力

「
緑
十
字
銅
章
」を
受
章

　

６
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、
村
に
あ
る
16

施
設
が
、
長
崎
県
か
ら
小
学
生
の
修
学
旅
行

生
を
受
け
入
れ
る「
阿あ
そ
ん
も
ん

蘇
人
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。
受
け
入
れ
は
平
成
28
年

熊
本
地
震
の
年
を
除
き
、
20
年
以
上
続
い
て

い
る
も
の
で
す
。

　

児
童
た
ち
は
ま
ず
、
バ
ス
で
道
の
駅「
あ

そ
望
の
郷
く
ぎ
の
」を
訪
れ
、
あ
そ
望
の
郷

の
関
係
者
か
ら
、
平
成
28
年
熊
本
地
震
の
経

験
や「
自
助
・
共
助
・
公
助
」の
大
切
さ
に
つ

い
て
話
を
聞
き
、
防
災
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

そ
の
後
は
各
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
そ
ば
打

ち
や
草
木
染
め
、
自
然
案
内
な
ど
の
体
験
を

通
し
て
、
村
の
特
産
や
豊
か
な
自
然
、
そ
し

て
人
と
触
れ
な
が
ら
、
楽
し
い
思
い
出
を
つ

く
っ
て
い
ま
す
。

　
株
式
会
社
あ
そ
望
の
郷
み
な
み
あ
そ
の
田

所
豊
英
代
表
取
締

役
社
長
は
、「
こ
の

経
験
を
子
ど
も
た

ち
が
家
に
帰
っ
て

ご
家
族
と
共
有
し
、

ま
た
村
に
遊
び
に

来
て
も
ら
え
た
ら

嬉
し
い
で
す
」と

話
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
全
部
で

26
校
の
小
学
校
が

参
加
す
る
予
定
で

す
。

　
井
手
一
誠
さ
ん（
栃
木
）、
長
尾
公
代
さ
ん

（
中
松
一
）が
阿
蘇
郡
市
社
会
教
育
委
員
連
絡

協
議
会
の
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
地
域
の
社
会
教
育
や
青
少
年
の
育
成
、
学

校
と
地
域
の
連
携
な
ど
に
貢
献
さ
れ
た
人
に

贈
ら
れ
る
賞
で
す
。

　
井
手
さ
ん
は
、
令
和
２
年
か
ら
村
の
社
会

教
育
委
員
を
務
め
、
令
和
５
年
か
ら
は
副
委

員
長
と
し
て
、
地
域
の
社
会
教
育
活
動
に
積

極
的
に
提
言
す
る
と
と
も
に
、
青
少
年
育
成

事
業
に
も
尽
力
さ
れ
て
い
る
功
績
が
認
め
ら

れ
、
今
回
の
表
彰
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
長
尾
さ
ん
は
、
昨
年
度
ま
で
村
地
域
婦
人

会
の
会
長
を
務
め
ら
れ
た
と
と
も
に
、
令
和

２
年
か
ら
社
会
教
育
委
員
と
し
て
活
動
さ
れ
、

学
校
と
地
域
を
つ
な
ぐ
活
動
や
地
域
と
の
連

携
・
協
力
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
功
績

が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
表
彰
と
な
り
ま
し
た
。

　
地
域
社
会
に
お
い
て
、
今
後
も
お
二
人
の

活
動
が
青
少
年
育
成
や
地
域
の
連
携
強
化
に

大
き
く
寄
与
し
、

よ
り
豊
か
で
活

力
あ
る
地
域
づ

く
り
に
つ
な

が
っ
て
い
く
こ

と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

修
学
旅
行
生
を

受
け
入
れ
て
い
ま
す

阿
蘇
郡
市
社
会
教
育
委
員

連
絡
協
議
会
表
彰
を
受
賞

パネルを使って平成28年熊本地震の話をする田所代表取締役社長

表彰状を手にされる井手さん（写真左）と長尾さん（右）

興味深く天体観察をする生徒

太田村長と飯干信行さん（写真右）

太田村長と藤𠩤登さん（写真右）

　
南
阿
蘇
ル
ナ
天
文
台
と
九
州
産
業
大
学
が

共
同
で
、「
天
文
台
浴
」の
実
証
実
験
を
実
施

し
、
村
内
の
中
学
生
７
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
博
物
館
や
公
開
天
文
台
な
ど
の
社

会
的
施
設
が
持
つ
癒
や
し
や
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

効
果
を
健
康
増
進
や
疾
病
予
防
に
活
か
す

「
博
物
館
浴
R」の
研
究
の
一
環
と
し
て
実
施

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
天
体
観
察
の
前
後
に
血
圧
・
脈

拍
や
心
理
状
態
を
測
定
。
生
徒
た
ち
は
巨
大

望
遠
鏡
で
ベ
ガ
や
二
重
星
ア
ル
ビ
レ
オ
な
ど

を
観
察
し
、
星
の
色
や
形
、
距
離
、
星
の
一

生
な
ど
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
し
た
。

　
実
験
後
に
は「
博
物
館
浴
R」の
提
唱
者
で

あ
る
九
州
産
業
大
学
の
緒
方
泉
特
任
教
授
の

講
演
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
デ
ー
タ
の

分
析
に
よ
る
と
、
心
理
測
定
か
ら「
疲
労
」

「
緊
張
」な
ど
の
改
善
や
低
血
圧
値
の
上
昇
が

確
認
さ
れ
、「
天
文
台
浴
」は
調
整
効
果
や
レ

ジ
リ
エ
ン
ス
効
果
に
影
響
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
今
後
、

村
民
ウ
ェ
ル
ネ

ス
推
進
に
役
立

て
る
た
め
、

「
天
文
台
浴
」

の
積
極
的
な
活

用
が
検
討
さ
れ

ま
す
。

「
天
文
台
浴
」の

実
証
実
験
を
実
施
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輪投げをする参加者

　
南
阿
蘇
中
学
校
体
育
館
に
て
第
17
回
福
祉

運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
福
祉
運
動
会

は
、
村
内
の
高
齢
者
が
運
動
を
通
し
て
健
康

保
持
や
生
き
が
い
の
高
揚
、
お
互
い
の
親
睦

を
深
め
、
地
域
福
祉
の
推
進
を
図
る
た
め
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
満
60
歳
以
上
、
約
7
0
0
人
の

村
民
が
参
加
し
、
パ
ン
食
い
競
走
や
輪
投
げ

な
ど
の
種
目
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は

競
技
に
真
剣
に
挑
み
な
が
ら
も
時
に
は
笑
い

が
起
こ
る
な
ど
、
会
場
は
終
始
和
や
か
な
雰

囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
周
囲
か
ら
も

大
き
な
声
援
や
拍
手
が
送
ら
れ
、
参
加
者
と

応
援
す
る
人
が
一
体
と
な
っ
て
大
会
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。
競
技
を
通
じ
て
体
を
動
か
す

だ
け
で
な
く
、
地
域
の
仲
間
と
一
緒
に
笑
い
、

声
を
掛
け
合
い
、
楽
し
い
時
間
を
共
有
す
る

こ
と
で
、
参
加
者
同
士
の
交
流
を
深
め
る
貴

重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

第
17
回

福
祉
運
動
会
開
催

　

今
年
も
マ
イ
ナ
ビ 

ツ
ー
ル
・
ド
・
九
州

2
0
2
6
の
前
に
、
地
域
婦
人
会
と
有
志
の

皆
さ
ん
に
よ
る
清
掃
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、「
き
れ
い
な
村
を
守
り
続

け
た
い
」と
い
う
地
域
婦
人
会
の
皆
さ
ん
の

想
い
か
ら
始
ま
り
、
今
年
で
4
回
目
で
す
。

久
木
野
地
区
は
県
道
矢
部
阿
蘇
公
園
線
や
新

村
交
差
点
周
辺
の
ご
み
拾
い
を
実
施
。
白
水

地
区
も
両
併
・
白
川
・
吉
田
・
一
関
・
中
松
の

各
支
部
ご
と
に
、
ご
み
拾
い
や
草
刈
り
を
行

い
ま
し
た
。
工
藤
富
美
代
婦
人
会
長
は
、「
清

掃
は
地
道
な
作
業
で
す
が
、
き
れ
い
に
な
っ

た
道
路
を
見
る
と
、
活
動
し
て
よ
か
っ
た
と

感
じ
ま
す
」と
笑
顔
で
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
清
掃
活
動
に
よ
り
、
大
会
当
日
、
選
手
は

安
全
に
コ
ー
ス
を
走
り
抜
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

地
域
の
力
で

村
を
き
れ
い
に

清掃に参加された久木野地区の皆さん

マイナビ ツール・ド・九州 2026 in南阿蘇
がんばろう熊本

　「がんばろう熊本 マイナビ ツール・ド・九州2026大分・熊本
ステージ」が開催されました。当日、選手たちは午前10時に豊
後大野市からスタートし、箱石峠を越えて正午過ぎに村へ。沿
道に先頭集団が通過したときには、村内外の観客から大きな歓
声や声援があがっていました。白熱した攻防の結果、イヴォ・
オリヴェイラ選手（ポルトガル、UAEチームエミレーツ・XRG）
がゴール直前の接戦を制し、約 128㎞にわたる大分・熊本ス
テージで優勝しました。
　今大会に出場された楠本颯太さん（第3駐在）は、「大会前から、
広報紙や防災無線で自分の名前を出して応援していただけて嬉
しかったです。沿道でもたくさんの声援があり、感動したとと
もに、皆さんにも自転車のスピード感や迫力を感じていただけ
たと思います。今後も村でトレーニングを重ねて、国内外の
レースに出場します。日頃から地域の皆さんに支えてもらって
いるので、これからは自分の特技や自転車を活かして恩返しし
ていきます」と語られました。

❶優勝したイヴォ・オリヴェイラ選手　❷楠本颯太さん（左から2番目）
❸トークショーとサイン会を行った渡辺航先生（『弱虫ペダル』作者）
❹川崎宗則大会キャプテン（プロ野球選手・写真左）と太田村長
❺子どもたちの絵やメッセージが込められた巨大幕ペイント制作
❻大勢の人でにぎわったキッチンカー

❶❶

❸❸

❺❺

❷❷

❹❹

❻❻
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（写真左から）長野さん、久永さん、大塚さん

　9月16日から18日にかけて、南阿蘇中学校１・２年生160人が職場体験学習を行いました。
今年度は、学校で取り組んでいる起業体験学習の一環として、10月31日に開催される「あつ
まり～ん祭」での実演販売に向けて協力いただく事業者を中心に、村内約40カ所を訪れました。
　この体験は「働く」ことを通じて社会の「マナー」や「厳しさ」、「喜び」、「責任」について考える
ことを目的に実施されていて、今回、生徒たちに学んだこと、感じたことなど話を聞きました。
　この記事は、役場で職場体験をした生徒に作成してもらったものです。

南阿蘇中学校職場体験だより

　コーヒーは幅広い年代の人に人
気だと思い、社長になってコー
ヒーを作ることにしました。こだ
わったコーヒーを作るために、焙
煎から挑戦しました。一から作る
のは大変ですが、手間を
かけるからこそおいし
いコーヒーができると
思うので、1杯ずつ心
を込めて作ります。

　社長として、あつまり～ん祭で
売る「阿蘇火山カレー」を作りまし
た。最初からカレーを作るのは初
めてで、野菜の量などを考えなけ
ればいけないことに難しさを感じ
ました。みんなと協力しながらカ
レーを作るところにやり
がいを感じられて、と
ても楽しかったです。

　お客さんの前で実際にコーヒー
を淹れるのはとても緊張しました
が、おいしいコーヒーを淹れられ
たときは嬉しく、達成感も感じら
れました。あつまり～ん祭では職
業体験で教えていただい
たことを活かして、お
客さんの前でスムーズ
に淹れられるよう、
一生懸命頑張ります。

　カレーの試作品作りや、工場の
仕事のお手伝いをしました。私は
料理をすることと、カレーが好き
だったので体験先に選びました。
試作品は何回も試行錯誤して作り
ました。作っていくうちに、より
一層美味しくなったので
とても嬉しかったし、
多くの人に食べてもら
いたいです。

　コーヒーの焙煎をしました。焙
煎は手首を使うので、想像以上に
きつかったです。匂いがどんどん
コーヒーに近づいていき、その
コーヒーを注いだ時に喜びを感じ
ま し た 。 当 日 、 コ ー
ヒーがたくさん売れる
ように、PR や接客も
班で力を合わせて頑
張りたいです。

　カレーの材料にもこだわり、肉
や野菜、水も村内のものを使いま
した。カレーが好きでこの体験を
選びましたが、実際に作ってみる
と特に味の微調節が難しかったで
す。大人でも子どもでも食べられ
るカレーを作るのが大
変でしたが、満足いく
仕上がりになったので
嬉しかったです。

坂井 珀飛さん（2年生）
✏書き手：長野

大津 栄斗さん（2年生）
✏書き手：大塚

山室 仁志さん（2年生）
✏書き手：久永

徳永 瑛奈さん（1年生）
✏書き手：久永

宮本 浬さん（2年生）
✏書き手：大塚

中津 和さん（1年生）
✏書き手：長野

　

広
報
係
の
3
人
が
書
く
記
事
が
同
じ
よ
う
な
内
容

に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
事
前
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
質

問
内
容
を
た
く
さ
ん
考
え
る
の
が
難
し
か
っ
た
で
す
。

最
後
は
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
が
出
る
よ
う
な
文
章
に

な
っ
た
の
で
良
か
っ
た
で
す
。

�

大
塚 

夏
葵
さ
ん（
1
年
生
）

　

限
ら
れ
た
短
い
時
間
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
の
は

難
し
か
っ
た
で
す
。
み
ん
な
快
く
取
材
を
受
け
て
く

れ
て
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。
こ
の
経
験
を
も
と
に
、

も
っ
と
自
信
を
も
っ
て
人
と
話
せ
る
よ
う
に
な
り
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

�

久
永 

潤
さ
ん（
1
年
生
）

　

取
材
で
今
ま
で
話
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
２
年
生

と
話
せ
て
、
初
め
て
知
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
楽
し

か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
自
分
か
ら
も
相
手
に

声
を
か
け
て
、
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

�

長
野 

永
愛
さ
ん（
1
年
生
）

役
場
で
広
報
係
の

体
験
を
し
た
生
徒
の
感
想

BIOBIO工場

310Books

みなみあそ  Vol.260  2026.119

ト
ピ
ッ
ク
ス



南阿蘇村立保育所のあり方検討委員会より
答申書が提出されました
〜子どもたちの未来にとって最善の保育環境を目指して〜
〈問い合わせ〉こども未来課 子育て支援係　☎0967（67）2715

　
少
子
化
の
進
行
や
施
設
の
老
朽
化
、
現
場
の

負
担
軽
減
と
い
っ
た
課
題
に
対
応
し
、
将
来
に

わ
た
り
最
善
の
保
育
環
境
を
整
え
る
た
め
、
検

討
を
重
ね
て
き
た「
南
阿
蘇
村
立
保
育
所
の
あ

り
方
検
討
委
員
会
」か
ら
、
太
田
村
長
へ
答
申

書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
答
申
は
、
単
な
る
コ
ス
ト
削
減
で
は
な
く
、

段
階
的
な
再
編
や
民
営
化
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る

財
源
・
資
源
を
、
保
育
の
質
の
向
上
や
保
護
者

支
援
に
戦
略
的
に
還
元
し
て
い
く
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
委
員
会
で
議
論
さ
れ
た
民
営
化
に
つ

い
て
、
保
育
料
は
公
営
と
原
則
変
わ
ら
な
い
こ

と
や
、
社
会
福
祉
法
人
に
よ
る
質
の
高
い
運
営

に
よ
り
公
営
・
民
営
の
相
乗
効
果
が
期
待
で
き

る
こ
と
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
答
申
書
の
詳
細
や
こ
れ
ま
で
の
審
議
概
要
は
、

村
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

答
申
の
主
な
ポ
イ
ン
ト

●
二
段
階
で
の
再
編
プ
ロ
セ
ス

第
１
段
階（
当
面
１
〜
２
年
）

３
園
体
制
を
維
持
し
た
ま
ま
、
２
園（
は
く

す
い
・
く
ぎ
の
）を
先
行
し
て
民
間
委
託
へ

移
行
。

第
２
段
階（
将
来
３
〜
５
年
）

将
来
の
園
児
数
推
計
に
合
わ
せ
、
中
長
期
的

に「
２
園
体
制（
公
営
１・
民
営
１
）」へ
集
約

し
新
園
を
整
備
。

●
創
出
財
源
の
子
育
て
・
保
育
へ
の
還
元

完
全
給
食
の
導
入
と
無
償
化（
主
食
の
持
参
不
要
）

お
む
つ
無
償
利
用（
サ
ブ
ス
ク
）の
導
入

体
操
・
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
専
門
教
育

の
充
実

フ
リ
ー
保
育
士
の
配
置
に
よ
る
現
場
改
善

●
安
全
で
利
便
性
の
高
い
園
舎
適
地
の
選
定

　
災
害
リ
ス
ク
の
完
全
回
避

　
送
迎
利
便
性
を
重
視
し
た
用
地
選
定

●
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て

　

村
で
は
答
申
を
受
け
、
実
現
可
能
性
を
検
証

す
る
た
め
の
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査
な
ど

を
実
施
し
ま
す
。
具
体
的
な
方
向
性
の
見
通
し
が

立
っ
た
段
階
で
、
改
め
て
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ
お

伝
え
し
、
説
明
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

元気にすくすく育つ子どもたち（ちょうよう保育園）村HP

答申書を手にする太田村長（写真中央）と
有識者の今吉委員（左）、園田副村長（右）
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児童虐待は「世代を超えて人生を壊す」
法律で禁止された違法行為です
～家庭内であっても法的な免責はありません。虐待の連鎖を断ち切るために～
〈問い合わせ・相談〉こども未来課 子育て支援係　☎0967（67）2715

　

親
権
や
監
護
権
は
子
ど
も
の
人
格
を
支
配
す
る

権
利
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
児
童
虐
待
防
止
法
お
よ

び
民
法
に
お
い
て
、
保
護
者
や
親
族
に
よ
る
い
か

な
る
虐
待
行
為
も
法
律
で
明
確
に
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

家
庭
内
と
い
う
閉
ざ
さ
れ
た
環
境
で
行
わ
れ
る

加
害
は
、
子
ど
も
の
尊
厳
を
奪
う
だ
け
で
な
く
、

将
来
に
わ
た
る
愛
着
形
成
や
子
育
て
に
も
深
刻
な

影
を
落
と
し
、
次
の
世
代
へ
の「
負
の
連
鎖
」を
引

き
起
こ
し
ま
す
。「
家
庭
内
の
こ
と
」「
し
つ
け
の
一

環
」と
い
う
理
由
は
、
法
律
上
い
っ
さ
い
通
用
し

ま
せ
ん
。

■
法
律
上
禁
止
さ
れ
て
い
る
児
童
虐
待

の
類
型（
児
童
虐
待
防
止
法
第
２
条
）

身
体
的
虐
待
・
体
罰
の
禁
止

　
殴
打
、
激
し
い
折
檻（
厳
し
く
叱
る
こ
と
）、
正

座
の
強
要
な
ど
、
身
体
に
苦
痛
や
外
傷
を
与
え
る

行
為
は
法
律
で
全
面
的
に
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

心
理
的
虐
待
の
禁
止

　

暴
言
、
人
格
否
定
、
脅
迫
、
配
偶
者
へ
の
暴
力

を
子
ど
も
に
見
せ
る
行
為（
面
前
D
V
）な
ど
、

心
に
深
い
ト
ラ
ウ
マ
を
負
わ
せ
る
行
為
。

性
的
虐
待
の
禁
止

　

親
族
な
ど
の
立
場
を
利
用
し
た
性
的
な
加
害
や

接
触
、
わ
い
せ
つ
な
行
為
の
強
要
な
ど
、
子
ど
も

の
尊
厳
を
根
底
か
ら
踏
み
に
じ
る
行
為
。

ネ
グ
レ
ク
ト（
育
児
放
棄
）の
禁
止

　

必
要
な
食
事
を
与
え
な
い
、
不
潔
・
危
険
な
環

境
に
放
置
す
る
、
病
気
や
ケ
ガ
に
必
要
な
医
療
を

受
け
さ
せ
な
い
な
ど
の
監
護
義
務
違
反
。

■
通
告
は
法
律
上
の
義
務
で
す（
児
童

虐
待
防
止
法
第
６
条
）

　

虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
を
見
つ
け

た
場
合
、
す
べ
て
の
住
民
に
速
や
か
な「
通
告
義

務
」が
課
さ
れ
て
い
ま
す
。
周
囲
の
気
づ
き
と
早

期
の
通
告
が
、
被
害
の
拡
大
を
防
ぎ
、
世
代
を
超

え
た
連
鎖
を
止
め
る
第
一
歩
で
す
。

■
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な
い
で
、
ま
ず

は
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
「
イ
ラ
イ
ラ
し
て
子
ど
も
に
強
く
当
た
っ
て
し

ま
っ
た
」「
泣
き
止
ま
な
く
て
ど
う
し
て
い
い
か
分

か
ら
な
い
」な
ど
、
子
育
て
の
不
安
や
悩
み
は
誰

に
で
も
あ
る
も
の
で
す
。

　
「
も
し
か
し
て
虐
待
か
も
…
」と
悩
む
前
に
、
ど

ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
こ
ど
も
未
来
課
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
専
門
の
ス
タ
ッ
フ
が
一
緒
に
お
話
を

伺
い
、
サ
ポ
ー
ト
方
法
を
考
え
ま
す
。
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

対
象
：
子
育
て
中
の
保
護
者
、
ご
家
族
、
ま
た
は

子
育
て
に
お
悩
み
の
人

【
子
育
て
相
談
・
情
報
発
信 

公
式
L
I
N
E
】

　
気
軽
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
相
談
し
た
い
人
は
、「
こ

ど
も
未
来
課 

公
式
L
I
N
E
」を
ぜ
ひ
友
だ
ち
登

録
し
て
く
だ
さ
い
。
名
前
を
送
信
す
る
と
、
こ
ど

も
未
来
課
で
登
録
を
確
認
し
ま
す
。

公式LINE

児
童
相
談
所
虐
待
対
応
ダ
イ
ヤ
ル

（
24
時
間
対
応
・
通
話
料
無
料
・
匿
名
可
）

電
話
番
号
：
1いち
8はや
9く

※
通
告
者
の
秘
密
は
法
律
に
よ
り
厳
格
に
守
ら
れ
ま
す
。
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温泉への送迎にご協力いただく皆さんへ
送迎支援者にも補助券を交付します！
-南阿蘇村いきいき入浴補助券-
〈問い合わせ〉福祉課 高齢者支援係　☎0967（67）2705

　家族や親族、近隣住民などによる送迎を促進し、移動手段を
持たない高齢者の外出機会の確保と、健康増進・介護予防を推進
するため、いきいき入浴補助券の利用対象者を温泉施設まで送
迎する人にも、入浴補助を行います。詳しくは村ホームページをご確認ください。

■対象者　次のすべてに該当する人が対象です。
　●18歳以上で、村内に住所を持つ人　●いきいき入浴補助券の交付を受けていない人
　●いきいき入浴補助券の利用対象者を温泉施設まで送迎する人
　※家族や親族に限らず、近隣住民なども対象となります。

■補助額・交付枚数
　お1人につき300円
　※1カ月あたり5枚×（申請月〜3月までの月数）

■利用開始日
　11月2日（月）

■申請から利用まで
	 申請書と送迎支援者の本人確認書類を福祉課窓口へ提出してください。
	 送迎支援者用補助券を交付します。
	 ※券面には「送迎支援者」と「利用対象者」の氏名を記載します。
	 ※申請は1年度につき1回までです。
	 利用対象者と送迎支援者が一緒に来場し、それぞれの補助券を受付に提出してください。
	 それぞれ300円の割り引きを受けることができます。

■注意事項
●利用対象者と送迎支援者は、温泉で一緒に受け付けする必要があります。
●送迎支援者用温泉補助券のみで利用することはできません。
●補助券の譲渡・貸与はできません。
●補助券を紛失・盗難された場合、再発行はできません。 村HP

（例）

カスタマーハラスメント防止にご協力ください
〈問い合わせ〉総務課 総務係　☎0967（67）1111

　村では、村民の皆さんに安心して行政サービス
をご利用いただけるよう、丁寧で公正な対応に努
めています。
　一方で、窓口や電話などで、大声・暴言・威圧的
な言動、長時間の拘束、不当な要求など、職員の
安全や健康を損なう行為が発生しています。
　これらは 「カスタマーハラスメント」（カスハラ）
に該当し、行政サービスの提供に重大な支障をき

たす行為です。
　村では、関係法令および国の指針に基づき、職
員の安全を守るため、悪質な行為には対応をお断
りするなど、必要に応じて警察へ通報する場合が
あります。
　村民の皆さんのご理解とご協力をお願いいたし
ます。

（1）申請・
	 補助券交付

（2）温泉施設の
	 利用
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生活道路における自動車の法定速度が引き下げられました！

　改正道路交通法施行令の施行により、9月1日から生活道路に
おける自動車の法定速度が60㎞/hから30㎞/hに引き下げられて
います。特に道幅が狭い道路の最高速度が引き下げとなりますの
で、より一層安全運転を心掛けましょう。また、決められた速度
の範囲内であっても、道路や交通の状況、天候や視界などよく考
えて、安全な速度で走りましょう。
　村は、村道、林道、農道、里道も対象です。
※ここでいう「生活道路」とは、主に地域住民の日常生活に利用されるような、　中央線などがない道路のことです。

〈法定速度が60㎞/hのままの道路〉
・道路標識または道路標示による中央線または車両通行帯が設けられている一般道路
・道路の構造上または柵その他の工作物により自動車の通行が往復の方向別に分離されている一般道路
・高速自動車国道のうち、本線車道並びにこれに接する加速車線および減速車線以外のもの
　（例：料金所や一般道路と高速道路をつなぐ、いわゆる「ランプ」が該当）
・自動車専用道路

制度名 内容 基準等級 手当額（月額）

特別児童
扶養手当

　身体や精神、知的に中程度以上の
障がいのある20歳未満のお子さんを
家庭で監護している父親もしくは母
親または養育者に対して手当を支給
する制度です。

1級該当児童とは

・身体障害者手帳2級以上
・療育手帳A判定
・精神保健福祉手帳1級
に相当する状態です。

（対象児童一人
につき）

58,450円

2級該当児童とは

・身体障害者手帳3級
・療育手帳B判定
・精神保健福祉手帳2級以上
に相当する状態です。

（対象児童一人
につき）

38,930円

障害児
福祉手当

　身体や精神、知的に重度の障がい
があり、日常生活で常に介護を必要と
する20歳未満の障がいのあるお子さ
んに対して手当を支給する制度です。

・身体障害者手帳2級以上
・療育手帳A判定
・精神保健福祉手帳1級
に相当する状態です。

16,560円

特別
障害者
手当

　身体や精神、知的に著しく重度の
障がいが 2 つ以上あてはまる状態で
あり、日常生活で常に特別の介護を
必要とする20歳以上の障がいのある
人に対して手当を支給する制度です。

・身体障害者手帳2級以上
・療育手帳A1
・精神保健福祉手帳1級
相当の障がいが複数あてはまる状態、ま
たは上記の障がいが1つあり、中程度相
当の障がいが複数あてはまる状態です。

30,450円

※これらの手当は、所得制限や受給資格要件がありますので、支給されない場合があります。
※給付の額は令和8年4月以降の額です。給付の額は、毎年改定されます。
※提出された診断書により認定を行うため、障害者手帳の基準等級と必ずしも一致するとは限りませんのでご注意ください。

障がい福祉関係給付制度のご案内
〈問い合わせ〉福祉課 福祉係　☎0967（67）2705

30
km/h

60
km/h
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飼料高騰対策支援金を交付します
〈問い合わせ〉農政課 農政係　☎0967（67）2706

　
世
界
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
お
よ
び

ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
伴
う
輸
入
穀
物
価
格
の

上
昇
に
よ
り
、
配
合
飼
料
が
高
騰
し
、
畜
産

経
営
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
村
内
の
農
業

者
に
対
し
、
支
援
金
を
交
付
し
ま
す
。

■
対
象
条
件

⑴
村
内
に
住
所（
法
人
そ
の
他
の
団
体
に

あ
っ
て
は
、
本
店
ま
た
は
主
た
る
事
業

所
）を
持
つ
こ
と
。

⑵
現
に
畜
産
業
を
営
ん
で
い
る
こ
と
。

⑶
支
援
金
の
交
付
申
請
時
に
お
い
て
、
支

援
金
の
交
付
に
係
る
事
業
を
継
続
し
て

実
施
し
、
引
き
続
き
村
内
で
対
象
事
業

を
継
続
し
て
実
施
す
る
意
思
を
持
っ
て

い
る
こ
と
。

⑷
対
象
事
業
を
営
む
に
当
た
っ
て
関
係
す

る
法
令
お
よ
び
条
例
な
ど
を
遵
守
し
て

い
る
こ
と
。

⑸
村
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

■
支
援
金
額

・
肉
用
牛
、
乳
用
牛（
繁
殖
牛
）

　
１
頭
に
つ
き　
１
︐
3
0
0
円

・
肉
用
牛
、
乳
用
牛（
肥
育
牛
）

　
１
頭
に
つ
き　
6
︐
5
0
0
円

※
令
和
８
年
11
月
１
日
現
在
に
お
い
て
個

体
識
別
情
報
が
付
与
し
て
あ
る
肉
用
牛

ま
た
は
乳
用
牛
に
限
る

■
申
請
締
め
切
り

　
令
和
９
年
１
月
29
日（
金
）

■
申
請
方
法

　

農
政
課 

農
政
係
へ
申
請
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

ま
た
は
農
政
課
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

村HP

南阿蘇村そば作付振興補助金を交付します
〈問い合わせ〉農政課 農政係　☎0967（67）2706

　

村
に
お
け
る「
そ
ば
」の
作
付
拡
大
お
よ
び
生
産

振
興
を
図
り
、
農
業
経
営
の
安
定
と
地
域
農
業
の
活

性
化
に
資
す
る
た
め
、
南
阿
蘇
村
そ
ば
作
付
振
興
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

■
助
成
対
象
者

⑴
村
内
に
住
所
を
持
つ
個
人
ま
た
は
村
内
に
主
た
る

事
務
所
を
置
く
法
人
・
生
産
者
団
体
で
あ
る
こ
と
。

⑵
村
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
そ
の
他
村
に
対
す
る

一
切
の
債
務
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

⑶
当
該
年
度
に
お
い
て
、
村
内
の
農
地
で
そ
ば
を
栽

培
し
、
適
正
に
管
理
・
収
穫
を
行
っ
た
人
で
あ
る

こ
と
。

■
補
助
金
の
額

出
荷
数
量
１
袋
に
つ
き
１
︐
5
0
0
円

（
１
袋
当
た
り
22
・５
㎏
換
算
）

※
上
限
1
0
0
万
円

■
申
請
の
方
法

　
対
象
者
に
は
令
和
９
年
１
月
頃
、
農
政
課 

農
政
係

か
ら
郵
送
で
通
知
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

飼料の一例

茹で上がったそば

そばの花

14Vol.260  2026.11  みなみあそ

お
知
ら
せ



県内の森林の土地取引を行う場合は、
30日前までに県への事前届出が必要です！
〈問い合わせ〉県農林水産部 森林整備課 森林計画班　☎096（333）2441

●森林の所有権等移転に関する事前届け出制度とは？
　県では、不適切な森林伐採や開発を未然に防ぎ、豊かな森林を次の世代に引き継ぐことを目的とし
て、令和8年3月に「熊本県豊かな森林の保全に関する条例」を公布しました。この条例に基づき、森
林の土地取引を行う場合、契約を行う30日前までに県に届け出をする必要があります。

●届出の対象となるのは？
・届出の適用の対象となるもの：令和8年10月1日以後に契約したもの
・対象となる森林：県内の地域森林計画対象民有林（対象区域かどうかは、県ホームページ内の「熊本

県森林オープンデータマップ」で確認できます。）
・対象となる契約：贈与契約、売買契約、交換契約、地上権に関する契約、地役権に関する契約、使

用賃借権に関する契約、賃貸借に関する契約
・対象とならないケース：相続に伴う所有権等移転、契約当事者が国または地方公共団体などである

場合、地上権設定を伴わない立木売買　など
・勧告などについて：虚偽の届出、立入調査を拒んだ場合などは勧告を行います。
　勧告に従わなかった場合は、氏名や勧告の内容を公表する場合があります。

●届出の内容は？
・氏名、住所（売主・買主など）	 ・土地の所在、面積	 ・権利の種別、内容
・移転等後の利用目的		  ・契約締結予定日　など

●届出に必要な書類は？
・土地の位置を示す図面・土地所有権などを持つことを証する書面の写し

●届出の方法は？
・県のホームページから届出（電子申請）

●森林の土地取引が完了したあとは？
　土地取引完了後、土地を取得した人が、森林法に基づく「森林の土地の所有者届出」や
国土利用計画法に基づく「土地売買の届出」を提出する必要があります。
　詳しい情報や申請方法は、県ホームページをご確認ください。

県HP
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子
育
て

南
阿
蘇
村
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

わ
く
わ
く
ひ
ろ
ば

	
 

　
「
わ
く
わ
く
ひ
ろ
ば
」は
、
乳
幼
児
か
ら
就

学
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
が
一
緒
に
遊
べ

る
、
親
子
の
交
流
や
育
児
の
情
報
交
換
の
場

で
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
開
設
日
時

　
毎
週
火
～
土
曜
日（
祝
日
は
閉
所
）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場
所

　

Ｌ
Ｏ
Ｏ
Ｐ
み
な
み
あ
そ
2
階

■
11
月
の
行
事
予
定

•
11
月
５
日（
木
）

　
午
前
10
時
30
分
～
10
時
50
分

　
も
く
も
く
・
よ
ち
よ
ち
読
み
聞
か
せ

　
場
所
：
図
書
室

　
乳
幼
児
と
保
護
者
を
対
象
に
、
ス
タ
ッ
フ

が
手
遊
び
や
読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
。

•
11
月
12
日（
木
）

　
午
前
10
時
20
分（
現
地
集
合
・
時
間
厳
守
）

　
南
阿
蘇
鉄
道
に
乗
ろ
う
♪（
要
予
約
）

　
集
合
場
所
：
白
川
水
源
駅

　
親
子
で
南
阿
蘇
鉄
道
に
乗
っ
て
、
の
ん
び

り
お
出
か
け
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？ 

白
川

水
源
駅
か
ら
長
陽
駅
ま
で
鉄
道
に
乗
り
、
長

陽
駅
で
休
憩
し
て
再
び
白
川
水
源
駅
に
帰
っ

て
き
ま
す
。

•
11
月
26
日（
木
）午
前
10
時
30
分
～

　
ク
ラ
フ
ト
の
日

　
折
り
紙
を
使
っ
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ペ
ン

立
て
を
作
り
ま
せ
ん
か
？ 

切
り
貼
り
し
な

が
ら
、
作
品
作
り
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　
（
要
予
約
）の
イ
ベ
ン
ト
は
、
事
前
に
来
所

で
の
予
約
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
都
合
に
よ
り
開
所
日
時
の
変
更
や

行
事
予
定
の
変
更
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
わ
く
わ
く
ひ
ろ
ば

　
☎
０
９
６
７（
６
５
）８
５
８
０

健
　
康

特
定
健
診
を
受
診
し
て
い
な
い
人
は

個
別
健
診
が

受
診
で
き
ま
す	

 

　
今
年
度
、
特
定
健
診
や
後
期
高
齢
者
健
診

（
集
団
健
診
・
個
別
健
診
）を
ま
だ
受
診
し
て

い
な
い
人
は
、
病
院
で
個
別
健
診
を
受
診
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く

だ
さ
い
。
健
診
は
健
康
維
持
や
病
気
の
早
期

発
見
・
予
防
に
役
立
つ
重
要
な
機
会
で
す
。

年
に
一
度
は
健
診
を
受
診
し
、
ご
自
身
の
健

康
状
態
を
確
認
し
、
健
康
づ
く
り
に
つ
な
げ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
個
別
健
診
に
は
、
村
が
発
行
す
る
受
診
券

が
必
要
で
す
の
で
、
健
康
ほ
け
ん
課
保
健
係

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

　
国
保
被
保
険
者（
40
歳
か
ら
74
歳
の
人
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者（
75
歳
以
上

の
人
）

■
受
診
期
間

　
令
和
９
年
２
月
27
日（
土
）ま
で

■
受
診
で
き
る
医
療
機
関

　
阿
蘇
立
野
病
院
、
上
村
医
院
、
寺
﨑
内
科

胃
腸
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
藤
本
医
院
、
渡
邉
内

科
、
熊
本
セ
ン
ト
ラ
ル
病
院

■
自
己
負
担
金

•
国
保
被
保
険
者

　
①�

特
定
健
診
を
初
め
て
受
診
す
る
人
・
昨

年
度
受
診
し
て
い
な
い
人

�

→
1
︐
5
0
0
円

　
②
昨
年
度
に
引
き
続
き
受
診
す
る
人

�

→
8
0
0
円

•
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

�

→
8
0
0
円

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
健
康
ほ
け
ん
課 

保
健
係

　
☎
０
９
６
７（
６
７
）２
７
０
４

匿
名
・
郵
送
で
Ｈ
Ｉ
Ｖ（
エ
イ
ズ
）・

梅
毒
検
査
が
受
け
ら
れ
ま
す

	　
12
月
１
日
は
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
で
す
。
エ

募
集

お
知
ら
せ

講
座

み
な
み
あ
そ 

情
報
ひ
ろ
ば

村HP

読み聞かせのひとこま
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イ
ズ
の
流
行
を
防
止
す
る
こ
と
、
患
者
さ
ん

へ
の
差
別
や
偏
見
を
解
消
す
る
こ
と
の
２
つ

を
目
的
に
掲
げ
、
世
界
中
で
啓
発
活
動
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

県
で
も
検
査
費
用
5
5
0
円
で
H
I
V

（
エ
イ
ズ
）・
梅
毒
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
、
W
e
b
か
ら
申
し
込
み
が
可
能
で
す
。

検
査
キ
ッ
ト
と
わ
か
ら
な
い
外
装
で
自
宅
な

ど
に
お
届
け
し
ま
す
。

　

検
査
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
Ｗ
ｅ
ｂ
申
し

込
み
が
で
き
な
い
人
や
、
検
査
に
関
す
る
ご

相
談
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
阿
蘇
保

健
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
阿
蘇
保
健
所

　
☎
０
９
６
７（
２
４
）９
０
３
６

県HP

催
　
し

あ
そ
望
の
郷
く
ぎ
の
秋
ま
つ
り

2
0
2
6	

　

11
月
14
日（
土
）午
後
０
時
30
分
～
６
時

30
分
、
道
の
駅
あ
そ
望
の
郷
く
ぎ
の
の
芝
生

広
場
で
、
秋
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
を
は
じ
め
、
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
や
テ
ン
ト
で
の
出
店
、
打
ち
上
げ
花
火

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
当
日
は
会
場
周
辺
の
駐
車
場

に
加
え
、
ア
ス
ペ
ク
タ
の
臨
時
駐
車
場
か
ら

会
場
ま
で
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
も
運
行
さ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
家
族
や
ご
友
人
と
一
緒
に
、
楽
し
い

秋
の
思
い
出
を
作
り
に
来
て
く
だ
さ
い
！ 

皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
あ
そ
望
の
郷
秋
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
☎
０
９
６
７（
６
７
）３
０
１
０

南
阿
蘇
鉄
道
沿
線
公
共
交
通

無
料
D
A
Y
！

	
 

　

11
月
14
日（
土
）あ
そ
望
の
郷
く
ぎ
の
秋

ま
つ
り
2
0
2
6
の
開
催
に
あ
わ
せ
て「
南

阿
蘇
鉄
道
沿
線
公
共
交
通
無
料
D
A
Y
」を

実
施
し
ま
す
！

　

当
日
は
南
阿
蘇
鉄
道
・
南
阿
蘇
ゆ
る
っ
と

バ
ス
・
高
森
町
民
バ
ス
・
み
な
モ
ビ（
山
上

ル
ー
ト
）が
無
料
で
乗
り
放
題
に
な
り
ま
す
。

普
段
は
マ
イ
カ
ー
派
と
い
う
人
も
、
ぜ
ひ
こ

の
機
会
に
身
近
な
公
共
交
通
に
乗
っ
て
、
の

ん
び
り
秋
の
お
出
か
け
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ

ん
か
？ 

皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
南
阿
蘇
鉄
道
沿
線
地
域
公
共
交
通
活
性
化

協
議
会

　
☎
０
９
６
７（
６
２
）２
２
０
０

く
ら
し

令
和
８
年
度
阿
蘇
広
域
行
政
事
務
組
合

職
員
採
用
試
験
案
内

	
 

 

　
阿
蘇
広
域
行
政
事
務
組
合
で
は
、
令
和
９

年
4
月
1
日（
木
）か
ら
勤
務
可
能
な
職
員

を
募
集
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
採
用
試
験

を
実
施
し
ま
す
。

■
第
１
次
試
験
日

　
12
月
５
日（
土
）

■
受
付
期
間

　
11
月
９
日（
月
）か
ら
27
日（
金
）ま
で（
土

日
・
祝
日
を
除
く
）

■
受
付
時
間

　
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

■
区
分

　
高
等
学
校
卒
業
程
度

■
職
種

　
介
護
士
・
支
援
員

■
採
用
予
定
数

　
１
人
程
度

■
職
務
内
容

　
事
務
部
局
福
祉
施
設
に
勤
務
し
、
介
護
業

務
に
従
事

■
受
験
資
格

　
昭
和
51
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

で
、
介
護
福
祉
士
の
資
格
を
持
つ
人
ま
た
は

介
護
福
祉
士
の
受
験
資
格（
実
技
試
験
免
除
）

を
持
つ
人

　
詳
細
は
、
阿
蘇
広
域
行
政
事
務
組
合
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
阿
蘇
広
域
行
政
事
務
組
合

　
事
務
局
総
務
課
人
事
係

　
☎
０
９
６
７（
２
４
）５
１
１
１

阿蘇広域行政
事務組合HP

危
険
物
取
扱
者

試
験
案
内	

 

　
消
防
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
８
年
度

第
３
回
危
険
物
取
扱
者
試
験
が
次
の
日
程
で

実
施
さ
れ
ま
す
。

■
試
験
日

　
令
和
９
年
２
月
14
日（
日
）

■
試
験
地

　
熊
本
市

■
試
験
の
種
類

　
甲
種
・
乙
種
第
１
～
６
類
・
丙
種

■
願
書
受
付
期
間

•
書
面
申
請
・
電
子
申
請

　

12
月
９
日（
水
）～
16
日（
水
）（
郵
便
の
場

合
は
、
16
日
の
消
印
の
あ
る
も
の
ま
で
受
け

付
け
）

■
願
書
や
試
験
案
内
な
ど
の
配
置
場
所

　

受
験
願
書
な
ど
は
、（
一
財
）消
防
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
県
支
部
、
熊
本
市
消
防
局
、
県

内
の
各
消
防
本
部
お
よ
び
県
知
事
公
室
危
機

管
理
防
災
局
消
防
保
安
課
に
11
月
12
日（
木
）

か
ら
配
置
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
試
験
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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■
問
い
合
わ
せ

　
（
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本
県

支
部

　
☎
０
９
６（
３
６
４
）５
０
０
５

ロ
ー
ド
・
ク
リ
ー
ン
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

協
定
団
体
の
募
集
に

つ
い
て	

 

　
県
で
は
、
県
が
管
理
す
る
道
路
で
の
清
掃

や
除
草
、
植
栽
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

へ
の
支
援
を
目
的
と
し
て
、「
ロ
ー
ド
・
ク

リ
ー
ン
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
」を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
個
人
や
団
体
を
問
わ
ず
申
し
込
み
可
能
で
、

ゴ
ミ
袋
や
軍
手
な
ど
の
支
給
、
清
掃
用
具
の

貸
し
出
し
、
保
険
の
加
入
補
助
な
ど
の
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
県
道
路
保
全
課

　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
４
９
５

持
続
可
能
な
農
業
の
マ
ン
ガ

原
画
展
示
会
を

開
催
し
ま
す	

 

　
九
州
農
政
局
で
は
、
県
立
高
森
高
校
マ
ン

ガ
学
科
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、
持
続
可

能
な
日
本
の
農
業
を
テ
ー
マ
に
し
た
農
業
マ

ン
ガ
を
制
作
し
ま
し
た
。

　
物
語
は
、
主
人
公
が
有
機
農
業
と
出
会
い
、

悩
み
、
奮
闘
し
な
が
ら
成
長
し
て
い
く
姿
を

描
い
た
も
の
で
す
。
高
校
生
な
ら
で
は
の
感

性
で
描
か
れ
た
、
農
業
の
魅
力
が
詰
ま
っ
た

作
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
こ
の
マ
ン
ガ
の
原
画
展
示
会
を
開

催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
会
場
で
、
迫
力
あ
る
原
画

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
完
成
し
た
マ
ン
ガ
は
九
州
農
政
局

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
す
る
ほ
か
、
県
内

の
中
学
校
・
高
等
学
校
へ
冊
子
と
ポ
ス
タ
ー

を
配
布
し
ま
す
。

■
会
場

　
熊
本
マ
ン
ガ
ア
ー
ツ

■
期
間

　
11
月
５
日（
木
）～
17
日（
火
）

■
入
場
料

　
無
料

■
問
い
合
わ
せ

　
九
州
農
政
局 
消
費
生
活
課

　
☎
０
９
６（
３
０
０
）６
３
５
７

　
県
農
業
技
術
課

　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
３
８

村
公
式
L
I
N
E
ス
タ
ン
プ
を

販
売
し
て
い
ま
す	

　
村
の
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
ブ
ル
ル

と
ミ
ル
リ
を
使
用
し
た
公
式
L
I
N
E
ス

タ
ン
プ
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
日
常
で
使
え

る
ス
タ
ン
プ
が
揃
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
購
入
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
先
着
１
︐
０
０
０
人
を
対
象
に
、

期
間
限
定
で
無
料
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る

P
R
ス
タ
ン
プ
も
配
布
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
無
料
ス
タ
ン
プ
配
布
期
間

　
令
和
９
年
９
月
24
日（
金
）ま
で

■
入
手
方
法

　

村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
記
載
し
て
あ
る

U
R
L
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
く
だ
さ
い
。

■
使
用
期
間

　
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
日
か
ら
90
日
間

■
注
意
事
項

•
配
布
数
が
１
︐
０
０
０
人
に
達
し
た
場
合

は
、
配
布
期
間
内
で
あ
っ
て
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
せ
ん
。

•
使
用
期
間
を
過
ぎ
た
ス
タ
ン
プ
は
使
用
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
期
間
終
了
後
も
使
い

続
け
た
い
人
は
、
販
売
ス
タ
ン
プ
を
ご
購

入
く
だ
さ
い
。

•
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
時
の
通
信
料
は
、
利
用
者

の
負
担
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
政
策
観
光
課 

政
策
係

　
☎
０
９
６
７（
６
７
）１
１
１
２

スタンプ例　

村HP

年
　
金

11
月
30
日（
い
い
み
ら
い
）は

「
年
金
の
日
」で
す
！	

　
厚
生
労
働
省
で
は
、「
国
民
お
一
人
お
一
人
、

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
、

高
齢
期
の
生
活
設
計
に
思
い
を
巡
ら
し
て
い

た
だ
く
日
」と
し
て
、
11
月
30
日（
い
い
み

ら
い
）を「
年
金
の
日
」と
し
て
い
ま
す
。
こ

の
機
会
に
、
ご
自
身
の
年
金
記
録
や
年
金
見

込
額
を
確
認
し
、
将
来
の
生
活
設
計
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」で
は
、
パ
ソ
コ
ン
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
い
つ
で
も
ご
自
身
の

年
金
記
録
を
確
認
で
き
る
ほ
か
、
次
の
よ
う

な
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
が
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
。

•
将
来
の
年
金
見
込
額
の
試
算

•
電
子
版「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」や
受
給
に

関
す
る
各
種
通
知
書
の
閲
覧

•
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
可
能
月
数
・
金

額
の
確
認

•
持
ち
主
不
明
の
年
金
記
録
の
検
索 

な
ど

　
ま
た
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と
連
携
す
る
こ

と
で
、
国
民
年
金
保
険
料
の
口
座
振
替
申
出

な
ど
の
電
子
申
請
や
、
e
‒
T
a
x
で
の
確

定
申
告
で
利
用
可
能
な
控
除
証
明
書
な
ど
の

電
子
デ
ー
タ
の
取
得
が
で
き
ま
す
。

　
ご
利
用
登
録
は
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら

が
便
利
で
す
！ 

詳
し
く
は
、
日
本
年
金
機

構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」

　
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　
　
☎
０
５
７
０（
０
５
８
）５
５
５

日本年金機構ホームページ
（ねんきんネット）
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学 校 通 信

新
刊
・
新
着
情
報
！

〜
図
書
の
ご
案
内
〜

図
書
室
だ
よ
り

【
お
知
ら
せ
】

　
今
月
の
季
節
の
一
般
書
特
集
は「
お
ひ
と
り
さ
ま
」、

季
節
の
小
説
特
集
は「
お
仕
事（
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
）」が
テ
ー
マ
で
す
。
自
分
ら
し
い
時
間
の
過
ご

し
方
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
に
ま
つ
わ
る
物
語
な
ど
、

読
ん
で
み
た
く
な
る
本
を
そ
ろ
え
て
い
ま
す
！

　
毎
年
ご
好
評
い
た
だ
い
て
い
る
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ

ン
ト
を
、
12
月
５
日（
土
）に
開
催
し
ま
す
。
今
年

も
心
温
ま
る
楽
し
い
企
画
を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
L
O
O
P
み
な
み
あ
そ
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
、
12
月
号
の
広
報
紙
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

図
書
室

　
☎
０
９
６
７（
６
５
）８
５
８
１

教
育
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
９
６
７（
６
７
）１
６
０
２

【
一
般
書
】

安
恒

【出版】集英社
【著者】今野敏

【出版】弘文堂
【著者】山崎聡一郎【絵】伊藤ハムスター

【
電
子
図
書
】

ひ
つ
じ
の
ぼ
う
し

【出版】誠文堂新光社
【さく】おがたれいこ

【しゃしん】はらかずお

【
コ
ミ
ッ
ク
】

ぼ
く
の
地
球
を
守
っ
て

【出版】白泉社
【著者】日渡早紀

南阿蘇村電子図書館

蔵書検索

経年劣化が目立つ看板

南阿蘇西小学校
学校の宝物（木製看板）を未来へつなぐ

ゲストティーチャーとの集合写真

　6年生は総合的な学習の時間に、「学校の宝物」を
テーマとして、学校周辺に設置されている木製看板
を今後どのように守り、受け継いでいくかについて
学習を進めています。
　この木製看板は、開校2年目の平成25年度卒業
生が卒業制作として製作したものです。その中でも、
村道 栃木・東下田線沿いの看板は、長年の風雨に
よる傷みが進み、安全面や視認性の低下が課題と
なっていました。そこで子どもたちは、まず看板の
価値や歴史、製作に込められた思いを知ろうと考え、当時看板づくりを担当された
今村先生（現久木野小学校勤務）と平成25年度卒業生3人をゲストティーチャーとし
てお招きしました。開校当時の学校の様子や看板製作への思いを写真とともに紹介していただき、子どもたち
は熱心に耳を傾け、多くの質問を投げかけていました。
　学習を通して、学校や地域に受け継がれているものには、多くの人々の思いや歴史が息づいていることを実
感し、この看板がまさに「学校の宝物」であることを再認識することができました。
　今後は、地域や関係者のみなさんとの関わりを深めながら、「学校の宝物」を未来へ受け継ぐために自分たち
に何ができるのかを考え、学習をさらに発展させていきます。そして、その学びの成果を自分たちらしい卒業
制作へとつなげていく予定です。

【
児
童
書
】

こ
ど
も
道
路
交
通
法
～
判
例
こ
ど
も
六
法
～
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村と人と
なんでも南部分署

〈問い合わせ〉高森警察署　☎0967（62）0110

POLICE Information ～警察署からのお知らせ～

一品どうぞ一品

地域おこし協力隊通信

紹介者
調理師：長野しのぶさん
� （はくすい保育園）

①玉ねぎはみじん切りにし、しょうが
はすりおろす。

②コーン以外の材料をよく混ぜ合わせる。
③一口大に丸めて、周りにコーンを付ける。
④レンジ（600W）→4分〜4分30秒、
　蒸し器（強火）→8分〜10分程度蒸す。
⑤照りマヨソースをかけてできあがり！

〈照りマヨソース〉
・みりん………大さじ1
・しょうゆ……大さじ1
・砂糖…………小さじ1
・マヨネーズ…大さじ2
※マヨネーズ以外を混ぜ、砂糖が解け

るまで加熱する。粗熱がとれてから
マヨネーズを加えて混ぜる。

・鶏ひき肉
・玉ねぎ
・しょうが
・片栗粉
・塩
・コーン

150ｇ
90ｇ
少々

大さじ１
少々

150ｇ

まんまるで見た目もかわいいコーン
ボールは、保育園の人
気メニュー。甘辛の照
りマヨソースがくせに
なります！

作り方

材料（約10個分）

「コーンボール」

Vol.
159

Vol.8

新規就農プロジェクト（南阿蘇村農業みらい公社所属）に新メンバーが加わりました！

前居住地：千葉県
着任月：2026年4月
草原と農業の仕組みに感動！
民泊と農業を模索中です。

前居住地：福岡県
着任月：2026年5月
田んぼを風が渡る風景が大好きで
す。稲作と畑作で就農が目標。

前居住地：熊本市
着任月：2026年8月
自然と農業が美しく交わる南阿蘇村。
さまざまな可能性を楽しみます。

地域おこし協力隊着任のごあいさつ

大お
お

友と
も 

樹い
つ
き

さ
ん

石い
し

山や
ま 

美み

香か

さ
ん

熊く
ま

谷た
に 

麗れ
い

花か

さ
ん

· · · · · · · · · · · · · · · · · · ·
· · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·

· · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·
· · · · · · · · · · · · · · · · · ·

· · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·
· · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·

　9月に河陰にオープンしたテイクア
ウト専門店「月乃屋」で働く、阿蘇市在
住の16歳、山本さん。毎日、阿蘇市
から通勤しています。
　山本さんは、生後間もなく、重いむ
くみなどを伴う難病「フィンランド型
先天性ネフローゼ症候群（CNF）」を発
症。車いす生活や食事制限もありまし
たが、治療とリハビリを続け、6歳で
母親から腎臓移植を受けて回復が進み、

現在は元気に日常生活を送っています。
高校への進学も考えましたが、体調面
を考慮し、家族と「人の役に立つこと
をしたい」と店を始めることを決意。
現在は、曽祖父母の暮らす村で大叔母、
祖母、母、山本さんの4人で店を営み、
山本さんは弁当の盛り付けや洗い物、
レジを担当しています。
　店名には「月のようにそっと人を照ら
すあたたかいお店でありたい」という想

いが込められてい
ます。現在は唐揚
げ弁当や大判焼き、
ポテトなどを提供していて、今後もメ
ニューを増やしていく予定です。
　「ここまで元気に過ごせていること
が奇跡。これからは自分の元気な姿を
見せて、頑張っている人の力になりた
い」と話す愛月さん。笑顔で働く姿が、
多くの人に元気を届けています。

山本 愛
い ぶ き

月さん
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なんでも南部分署

〈問い合わせ〉高森警察署　☎0967（62）0110

POLICE Information ～警察署からのお知らせ～

ハートがたくさんの村づくり
差別のない、人への思いやりを大切にする、明るい南阿蘇村をつくりましょう。

一品どうぞ一品

地域おこし協力隊通信〈問い合わせ〉
総務課 人権政策係　☎0967（67）1111

〈問い合わせ〉阿蘇広域行政事務組合 消防本部 南部分署
☎0967（62）9034

●指名手配被疑者の発見・検挙にご協力を!!
　　指名手配被疑者の早期発見・検挙には、皆さん

の情報提供が不可欠です。公開されている写真
などに関心を持ち、情報提供にご協力ください。

●「おかしいな？」と思ったら迷わず110番！
●些細なことでも通報を！
●聞き込み捜査にご協力を！
　　「指名手配」情報は警察庁サ

イトをご覧ください。

　県警では、犯罪にあわれた人にさまざまな支援を行っています。
ひとりで悩まず、ご相談ください。

■警察安全相談室（警察の総合相談窓口）
� #9110 または ☎096（383）9110
■犯罪被害者支援室（犯罪被害支援・犯罪被害給付制度に関する相談窓口）
� ☎096（381）0110（内線2193～2195）
■性被害相談電話（性犯罪被害に関する相談窓口）�
� ＃8

ハ ー ト さ ん

103 または ☎0120（8343）81　☎096（384）1254
■「電話で『お金』詐欺」ホットライン（「電話で『お金』詐欺に関する相談）
� ☎096（381）2567
■肥後っ子テレホン（いじめ、少年非行などの少年問題専門相談窓口）
� ☎0120（02）4976　☎096（384）4976

11月は「指名手配被疑者捜査
強化月間」です

11月1日〜12月1日は「犯罪被害者月間」です

　10月の定期異動に伴い、南部分署および野尻草部
分駐所の職員が変更になりました。

分署長　　長野　悟
消防1課 消防2課 消防3課

小隊長 松崎　　聖 松本　康平 合志　和也
1分隊隊長 磯田　侑希 吉野　健太 長尾　孝秀

機関員 後藤　竜太　 佐藤　蒼馬 馬場　貴章
隊　員 福澤　優美 後藤　陸斗

救急隊隊長 重野　浩輝 桑野　駿作 村本　　涼
機関員 セントローレント・ルーク武蔵 興梠　将典 楢木野友春
隊　員 赤尾　　茂 坂田　耀平 古田圭汰朗

分駐所長　　古澤　優太
消防1係 消防2係 消防3係

分隊長 古澤　優太 佐藤　慧史 西村　　亮
機関員 工藤　裕翔 郷　明日翔 渡辺　彪斗
隊　員 佐藤　　陽 長野莉音那 吉田　侑希

秋季全国火災予防運動
　11月9日（月）〜15日（日）までの7日間、全国一
斉に秋の火災予防運動が実施されます。今一度火災
予防への意識を高めましょう。
全国統一防火標語（2026年度）
　「火の確認 いい日を支える いい習慣」

　国際連合第3回総会において、全ての人民と全ての国
とが達成すべき共通の基準として「世界人権宣言」が採
択されました。世界人権宣言は、基本的人権尊重の原則
を定めたものであり、人権保障の目標や基準を初めて国
際的にうたった画期的なものです。採択日の 12 月 10
日は「人権デー（Human Rights Day）」と定められてい
て、日本では、この日を最終日とする1週間を「人権週
間」と定め、全国的に人権啓発活動を展開しています。
　県では、人権フェスティバルをはじめとするイベント

などを一体的・集中的に展
開することにより、多くの人が人権問題に対する正しい
理解と認識を深めるとともに、人権について考えるきっ
かけを作るために、11月10日〜12月10日までを「熊
本県人権月間」と定めています。期間中は、人権に関す
るさまざまなイベントが県内各地で行われ
ます。この機会に、私たちの身の回りにあ
る人権について考えてみませんか？ 詳し
くは、県ホームページをご覧ください。

人権週間

警察庁ウェブサイト

県HP

犯罪被害者等支援
シンボルマーク

「ギュっとちゃん」
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教えて！ 村長さん
　今回は、村長が考えるこれからの取り組みと、村の未来に向けた想いをお伝えします。

村
長
自
ら
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に

動
く
の
は
、
な
ぜ
で
す
か
?

　

村
の
中
で
待
っ
て
い
る
だ
け

で
は
、
新
し
い
事
業
や
支
援
、

人
と
の
出
会
い
に
つ
な
が
ら
な
い
か

ら
で
す
。
村
の
課
題
や
目
指
す
姿
を
、

私
自
身
が
企
業
や
大
学
、
関
係
機
関

な
ど
に
足
を
運
ん
で
直
接
お
伝
え
し
、

対
話
を
重
ね
る
中
で
、
具
体
的
な
取

り
組
み
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
の
成
果
を
、
村
民
の
皆
さ

ん
の
く
ら
し
や
地
域
経
済
に
還
元
す

る
こ
と
が
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
の
狙

い
で
す
。

　

成
果
の
一
つ
と
し
て
、
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄
附
の
拡
大
が
あ

り
ま
す
。
令
和
６
年
度
の
5
4
5
万

円
か
ら
令
和
７
年
度
の
寄
附
額
は

２
︐
8
7
5
万
円
と
、
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
の
寄
附
額
も
増
加
し
て
い

て
、
村
の
事
業
や
将
来
像
に
共
感
し

て
く
だ
さ
っ
た
企
業
か
ら
寄
附
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
大
切
な
の
は
、

寄
附
を
い
た
だ
く
こ
と
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
い
た
だ
い
た
寄
附
を
、

地
域
の
課
題
解
決
や
将
来
に
つ
な
が

る
事
業
に
活
か
し
、
村
民
の
皆
さ
ん

に
変
化
と
成
長
を
実
感
し
て
い
た
だ

く
こ
と
で
す
。
そ
の
一
つ
が
、
産
官

学
連
携
の
協
議
会
で
す
。
い
た
だ
い

た
寄
附
金
を
活
用
し
、
企
業
の
技
術

や
大
学
の
専
門
性
を
生
か
し
て
、
地

域
課
題
の
解
決
や
新
た
な
実
証
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後
は
、

日
々
進
化
す
る
デ
ジ
タ
ル
や
A
I
な

ど
の
分
野
で
も
、
村
を
実
証
実
験
の

場
と
し
て
活
用
し
て
い
く
考
え
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
に
取
り
組
む
企
業
や
大
学
と

も
連
携
し
、
草
原
や
水
源
な
ど
村
な

ら
で
は
の
自
然
を
、
守
る
だ
け
で
な

く
地
域
の
価
値
と
し
て
生
か
す
方
法

を
探
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
村
民
の
皆
さ
ん
の
暮
ら
し

の
安
心
に
つ
な
が
る
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
誘
致
は
実
現
に
は
至
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
私
自
身
が
企
業
に
足

を
運
び
、
交
渉
を
重
ね
て
い
ま
す
。

す
ぐ
に
結
果
が
出
な
い
課
題
で
も
、

粘
り
強
く
対
話
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
新
し
く
始
ま
る
取
り

組
み
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

農
業
で
は
、
土
地
利
用
型
作

物
と
し
て
、
米
の
生
産
維
持
、

そ
ば
の
生
産
拡
大
に
も
引
き
続
き
取

り
組
む
と
と
も
に
、
新
た
に
ハ
ー
ブ

栽
培
を
推
進
し
、「
ハ
ー
ブ
の
村
づ
く

り
」に
着
手
し
ま
す
。
ハ
ー
ブ
は
独

特
の
香
り
に
よ
り
鳥
獣
被
害
を
受
け

に
く
く
、
国
産
ハ
ー
ブ
の
需
要
も
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
農
地

を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
農
村

景
観
の
保
全
に
も
つ
な
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
栽
培
に
と
ど
ま
ら
ず
、

商
品
開
発
、
加
工
、
観
光
、
大
手
化

粧
品
メ
ー
カ
ー
と
の
連
携
も
視
野
に

入
れ
、
農
業
所
得
と
地
域
の
魅
力
を

高
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
草
原
や
水
源
な
ど
村
な
ら

で
は
の
自
然
を
、
守
る
だ
け
で
な
く

地
域
の
価
値
と
し
て
生
か
す
た
め
、

企
業
や
大
学
と
連
携
し
、
自
然
環
境

に
配
慮
し
た
農
業
や
草
原
管
理
な
ど

に
も
取
り
組
み
ま
す
。
環
境
保
全
と

地
域
の
仕
事
づ
く
り
が
両
立
す
る
仕

組
み
を
目
指
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
発
信
で
は
、
私
自
身
も

合
併
20
周
年
を
機
に
誕
生
し
た
村
の

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
ブ
ル
ル
」

と「
ミ
ル
リ
」と
と
も
に
、
村
の
魅
力

発
信
を
続
け
て
い
き
ま
す
。
イ
ベ
ン

ト
や
S
N
S
、
広
報
紙
な
ど
で
継
続

的
に
活
用
し
、
認
知
度
向
上
や
観
光

誘
客
、
地
域
産
品
の
P
R
に
つ
な
げ
、

仕
事
や
所
得
、
く
ら
し
の
安
心
と

い
っ
た
村
民
の
皆
さ
ん
の
具
体
的
な

成
果
へ
と
結
び
付
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
村
外
か
ら
の
力
を

地
域
の
力
へ
と
つ
な
げ
、
次
の
世
代

に
誇
れ
る
村
を
築
い
て
い
く
た
め
、

こ
れ
か
ら
も
自
ら
率
先
し
て
動
い
て

ま
い
り
ま
す
。

QA

村長のトップセールスで、南阿蘇村に
何を呼び込む？

QA

ツール・ド・九州の表彰式

村の魅力発信を担うブルルとミルリ
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3歳になったよ!3歳になったよ!
3歳のお誕生日を迎えるお子さんを募集しています。

専用フォームに必要事項を入力のうえ、写真を添えてお申込みください。 お申込みは
こちらから

役場時間外の対応について
土日・祝日・年末年始（12 月 29
日〜1月3日）の午前8時〜午後
6時は警備員が正面玄関東側の時
間外受付窓口に常駐しますので、
ご用の際はインターホンを押し
てください。夜間（平日も含む
午後 5 時 30 分～翌日午前 8 時）
は機械警備となり、無人となり
ます。
※夜間は、代表電話（☎ 0967
（67）1111）のみ警備会社に転
送されます。内容の聞き取り
をし、必要に応じて、当日又
は翌日以降に役場担当者から
折り返します。

※村主催の会議時は通常どおり
正面玄関から入れます。

•総　務　課
•議会事務局
•会　計　課
•政策観光課
•税　務　課
•住　民　課
•福　祉　課

•健康ほけん課
•こども未来課
•水 資 源 課
•農　政　課

•建　設　課
•教育委員会事務局

☎（67）1111
☎（67）1553
☎（67）2701
☎（67）1112
☎（67）2703
☎（67）2702
☎（67）2705
☎（67）2709
☎（67）2704
☎（67）2715
☎（67）3176
☎（67）2706
☎（67）2707
☎（67）3178
☎（67）1602

······
······
······
······
······
······
······

···
···

······
······

······
···
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今
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村
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 優
ひろ

翔
と

くん
第5駐在

保護者 孝幸さん・知世さん

2023年11月3日生まれ
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ナ
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ー
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き
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山
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室
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 心
こ

乃
の

椛
か

ちゃん
白川

保護者 大地さん・由里子さん

2023年11月25日生まれ
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▼
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集
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に

「
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児
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、
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に
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ず
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食
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す
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こ
と
の
大
切
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改
め
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感
じ
ま
し
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葵ちゃん
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保護者 裕一さん・真子さん

2023年11月29日生まれ
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南阿蘇カレンダー 2026年11月
可燃ごみ 不燃ごみ ビン・缶類 新聞・雑誌ダンボール ペットボトル 布類

内　容 日　時 備　考
南阿蘇朗読の会

「ことば」
4日（水）
15：00〜16：00

もくもく・よちよち
（読み聞かせ）

5日（木）
10：30〜10：50 対象：乳幼児と保護者

声に出して読む
源氏物語の会

7日（土）、21日（土）
14：00〜16：00

要予約
☎0967（65）8581

もくもく・ぐんぐん
（読み聞かせ）

12日（木）、19日（木）
10：30〜11：00 対象：幼児・小学生

南阿蘇学講座
「阿蘇山」

18日（水）
13：30〜15：30 要予約

地域の人づくり講座
「絵本の時間づくり講座①」

25日（水）
10：30〜12：30

南阿蘇村図書室（11月）

日 病　院 連絡先
1日（日） 渡邉内科 南阿蘇村河陰	 ☎0967（67）1777

3日（火） 渡邉総合内科クリニック 高森町高森	 ☎0967（65）2201

8日（日） いしだクリニック 西原村小森	 ☎096（279）2500

15日（日） 阿蘇立野病院 南阿蘇村立野	 ☎0967（68）0111

22日（日） 俵山クリニック 西原村小森	 ☎096（292）2250

23日（月） 阿蘇立野病院 南阿蘇村立野	 ☎0967（68）0111

29日（日） 寺﨑内科胃腸科クリニック 南阿蘇村白川	 ☎0967（62）0378

休日当番医（11月）

相　談 日　時 場　所 備　考

育児相談 10日（火）
10：00〜16：00

役場こども未来課
子育て支援係

要予約
☎0967（67）2715

子育て
心理相談

2日（月）
10：00〜15：00

役場1階
西会議室

要予約
☎0967（67）2715

16日（月）
10：00〜14：00

役場1階
西会議室

要予約
☎0967（67）2715

24日（火）
10：00〜14：00

役場1階
西会議室

要予約
☎0967（67）2715

ジョブカフェ
就職相談会

25日（水）
13：30〜16：00

役場2階
小会議室 ☎0967（22）8178

消費者相談 毎週（火）（木）
10：00〜15：00

総務課
消費者相談 ☎0967（67）2244

11月のイベント情報

イベントは予告なく変更になる場合があります。最新情報は各イベントの HP や
SNSなどをご確認ください。

各種相談（11月）
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1 日

2 月 固定資産税（第3期）
国民健康保険税（第4期）納期限  長陽

3 火 文化の日  白水
久木野

4 水  白水
長陽

5 木  長陽   久木野

6 金  白水
久木野

7 土

8 日

9 月  長陽

10 火  白水
久木野

11 水 移動図書館（白水ルート）
荒天の場合第3水曜日  白水

長陽

12 木 7カ月児健診（保健センター）
南阿蘇鉄道に乗ろう♪（わくわくひろば）  長陽   久木野

13 金 移動図書館（長陽ルート）
荒天の場合第3金曜日  白水

久木野

14 土 あそ望の郷くぎの秋まつり

15 日

16 月  長陽

17 火  白水
久木野

18 水 家庭用廃食油回収日（住民課）  白水
長陽

19 木  長陽   久木野

20 金  白水
久木野

21 土

22 日

23 月 勤労感謝の日  長陽

24 火  白水
久木野   長陽

25 水  白水
長陽   久木野

26 木 クラフトの日（わくわくひろば）
3歳児健診（保健センター）  長陽   白水   久木野

27 金 村県民税（第4期）
国民健康保険税（第5期）口座振替日  白水

久木野

28 土

29 日

30 月 村県民税（第4期）
国民健康保険税（第5期）納期限  長陽

阿蘇ドローンレース大会2026
日　時 	11月1日（日） 11：00〜16：00
場　所 	県野外劇場アスペクタ

「ドローンレース初心者から上級者まで気軽に楽しく参加できる
大会」をテーマに、今年で8年目を迎えるイベント。阿蘇の大自
然を満喫しながらのドローンレース大会を楽しむことができます。
トイドローン操縦やドローン展示もあります。観覧は無料です。

阿蘇立野ダムフェスタ
日　時 	11月21日(土) 10：00～15：00
場　所 	阿蘇立野ダム・阿蘇立野ダム展望施設タテット
阿蘇立野ダム周辺にて初開催される「阿蘇立野ダムフェスタ」。
当日は、キッチンカーの他、ダムの上での綱引き大会、働く
クルマ展示、絵本読み聞かせ、JRミニトレインなど子どもから
大人まで楽しめるコンテンツが盛りだくさん。ぜひ、お越しく
ださい。


